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研究成果の概要（和文）： 

 製品アーキテクチャや組織能力を基本概念とするものづくり経営学の枠組みを用いて、アジ
アの製造業の産業競争力や国際分業の形態の動態的な変化を体系的に調査・分析した。製造業
のなかでも自動車・二輪産業、家電・エレクトロニクス産業を中心に、アジア主要国のものづ
くりの現場における一次情報を、フィールド調査を進めながら蓄積・分析した。研究成果を著
書や論文、学会報告などのかたちで発表することができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  Utilizing the framework of manufacturing management which is based on the idea of 
product architecture and organizational capability, we have successfully collected and 
analyzed the field research data of manufacturing industries including automobile 
industry and electronics industry in Asian countries. We have publicized the results of 
our research in papers, books and academic presentations. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

2007 年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

2008 年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

2009 年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

  年度    

総 計 25,600,000 7,680,000 33,280,000 

 
研究分野：技術・生産管理 

科研費の分科・細目：3701 経営学 

キーワード：アーキテクチャ、中国産業、産業競争力、家電産業、自動車・二輪産業 

 
１．研究開始当初の背景 

 

  1990 年代以降、多くの製造業において製
品の設計原理を意味する製品アーキテクチ
ャが、インテグラル型からモジュラー型に転
換し、それとともに、中国・アジアの製造拠
点が急速に競争力をつけ、先進国にキャッチ
アップする現象が起こっていた。 

 こうした現象はエレクトロニクス産業で
最も顕著に出ていたが、日本の基幹産業であ
る自動車産業でも、類似の現象が起きかねな
いリスクも存在した。 

 一方、同じ時期に、経営学の研究において
は技術論・設計論に基礎を置くアーキテクチ
ャ論や組織能力論などの分野で実証研究が
進められてきたが、台頭する中国・アジア地
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域との国際分業の動態分析に、この分析枠組
みを応用した実証研究はそれほど多くは見
られなかった。そこで我々はアーキテクチャ
論や組織能力論を基軸とする「ものづくり経
営学」の枠組みを用いて、アジアの国際分業
の動きや、各国の比較優位や国際競争力の把
握、アジア企業の競争力分析、日本企業の競
争戦略の可能性などを、アジアへのフィール
ド調査による一次データを取得しながら進
めようとした。 

 

 

２．研究の目的 

  

 アーキテクチャ論や組織能力論に軸足を
置く「ものづくり経営学」のフレームワーク
を活用しながら、自動車産業とエレクトロニ
クス産業を含む製造業において、アジアの産
業実態やオペレーションの実態、競争力の動
向を把握すべく、主要産業集積地域に対して
定点的調査を行い、空間と時間をカバーする
一次データを蓄積していく。体系的に収集さ
れたフィールド情報をもとに、上記の問題に
対して、適切に分析できる課題群を設定して、
論文やディスカッションペーパーなどを公
表していく。ある程度それらが進んだ段階で、
著書としての公表を行う。 

 

 

３．研究の方法 

 

 製造業の実証研究は、産業の構造やコンテ
キストに依存するところが大きいため、自動
車・二輪産業を調査するチームと、家電産業
を調査するチームにプロジェクトチームを
区分した。各プロジェクトチームが、理論的
な分析枠組みを維持しながら、独自にフィー
ルド調査を実施すると同時に、調査経過を共
有するために年一回は合同の海外調査を実
施するという方法を採用した。 
 国内の連携研究者や、中国の清華大学や韓
国の慶北大学などのアジアの大学の研究者
とも連携をとりながら、中国・東南アジア・
インド・東欧などに進出した日系企業、韓
国・台湾系企業、欧米系企業、中国系企業な
どを訪問し、現地で一次データの収集を重ね
た。現場から直接データを収集することによ
り、訪問企業のオペレーションや競争力の実
態をより具体的に把握することができ、組織
能力をベースにした競争優位性の評価をよ
り正確に行うことができるようになる。 
 また代表的な産業集積地域を定点観測的
に訪問し、場合によっては同じ現場を時期を
置いて訪問することで、時系列的な組織能力
の動態分析を行うことも可能になる。我々が
訪問する多国籍企業は複数の国や地域に拠
点を持っていることが多く、それらの拠点間

の比較や、ネットワーク内の組織能力の進化
についても把握できるようになる。 
 こうして収集・蓄積された一次データは、
この分野の学術的・実務的な課題に合わせて
分析・加工され、ディスカッションペーパー
として公表される。それらを内部の研究会や
外部の学会などでの報告を通じて精度を高
め、論文や著書として発刊していく。 
 
 
４．研究成果 
 
 4 年間におよぶ調査研究の結果、アジア地
域の製造業について、オリジナルで体系的な
データを収集することができた。 

まず自動車に関しては、日本、中国、韓国、
台湾、インド、タイの組立工場約 30 工場の
一次データ収集を完了し、データベースをほ
ぼ整備することができた。また、基本的な統
計分析の結果も出てきた。データの精度をあ
げるための調査を引き続き継続してきた。さ
らに、中国の清華大学と連携して、これまで
の多国籍企業のアジア拠点に加えて、中国民
族系自動車企業の現地拠点の調査にも着手
し、中国民族系自動車企業についての実態調
査を行った。 

 一方、家電・エレクトロニクス産業に関し
ては、ケーススタディを中心に、アーキテク
チャのダイナミックスにより詳細に立ち入
った研究を深めた。具体的には、液晶パネル
産業や半導体産業について、日本、台湾、韓
国、中国において、材料や生産設備、中間製
品、完成品の開発・生産でどのような分業ネ
ットワークが形成されているか、また、どの
ようなメカニズムで日本など先進国から新
興国企業に技術が移転して行ったかについ
て調査した。また、各国のアーキテクチャ特
性を前提にして、日本企業を中心に、多国籍
企業がアジアでどのような立地戦略（国別の
使いわけ）をとっているかを分析した。 

 最終年度には、以上のような調査結果をふ
まえて、それらを統合的な研究成果として書
籍にまとめる作業に労力を費やした。新宅・
天野（編著）『ものづくりの国際経営戦略：
アジアの産業地理学』（有斐閣）や藤本・桑
嶋編著『日本型プロセス産業：ものづくり経
営学による競争力分析』（有斐閣）などがこ
の研究費の調査研究をまとめた代表的な著
作物である。その他、多くの論文が公表され、
主だったものについては英文で発表され、海
外の国際学会においても報告を行った。また
これらの成果の産業政策や企業戦略への応
用性についても十分な検討を行い、提言を行
っていった。 
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